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1.　はじめに

下水道事業における標準歩掛は，各地方公共団
体に参考送付されている国土交通省土木工事積算
基準（以下，「土木工事積算基準」という）を基
本としている。合わせて，下水道事業特有の現場
環境や施工条件等で行われる工種については，国
土交通省上下水道審議官グループ（以下，「上下
審G」という）が中心となり，下水道用設計標準
歩掛表（以下，「白本」という）により補足して
いる。
白本は，第 1巻 管路，第 2巻 ポンプ場・処理

場，第 3巻 設計委託で構成され，老朽化施設の
増加や情報通信技術の活用による生産性向上とい
った社会環境の変化，施工技術の向上・省力化等
の現場の施工実態に対応するため，適宜改定を行
っている（写真－ 1）。
下水道事業の最も特徴的な工種として，管路掘
削が挙げられる。土木工事積算基準に掘削に関す
る標準歩掛は掲載されているが，家屋や地下埋設
物などと近接する道路上の施工では，使用機械，
作業効率等が異なることから，管路掘削の標準歩
掛を策定し，白本に掲載している。
本稿では，白本に掲載されている標準歩掛の新
規制定・改定までの流れとともに，令和 8年度の

主な改定内容を紹介する。

2.　下水道用設計標準歩掛表

⑴　標準歩掛の検討体制
地方公共団体における下水道事業の円滑な事業
運営の一助として，白本を作成・発刊している。
白本の作成・発刊にあたっては，地方公共団体
の要望・提案を反映するため，下水道事業積算施
工基準適正化会議（以下，「適正化会議」という）
などを活用している（図－ 1）。
適正化会議では，新工法等に対応した標準歩掛
の新規制定や，適用範囲の拡大に関する要望，積
算基準に関する考え方などについて，議論・意見
交換を行っている。近年では，耐震化や改築更新
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写真－ 1　下水道用設計標準歩掛表
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に関する議題・要望が多くなっている。
地方公共団体からの要望・提案のほか，建設業
における働き方改革や生産性向上に関する取組等
の社会環境の変化を踏まえ，標準歩掛の新規制
定・改定が必要と判断された場合には，下水道用
歩掛検討委員会（以下，「歩掛検討委員会」という）
に検討を指示している。
歩掛検討委員会には，専門の歩掛等検討小委員
会（以下，「小委員会」という）を設けており，
小委員会において，標準歩掛に関する具体的な検
討を行っている。
小委員会は，委員である政令指定都市，事務局
である日本下水道協会・上下審 Gにより構成さ
れ，委員には多忙な通常業務の中，多大な協力を
いただいている。
小委員会における検討の結果，標準歩掛の新規
制定や改定が必要と判断された場合には，歩掛検
討委員会での審議を経て，最終的に上下審 Gか
ら各地方公共団体に対して改定内容等について参
考送付・情報提供している。

⑵　検討内容・方法
白本には，施工合理化調査の結果に基づき定め

られた労務，材料，機械などの規格や所要量など
が記載されており，設計積算の参考図書として，
下水道工事の積算担当者に広く活用されている。
施工合理化調査は，標準歩掛の新規制定や改定
の要望を受けた工種，前回の調査や改定から一定
期間経過した工種などを対象に実施している。
標準歩掛の新規制定・改定に向けた具体的な作
業・検討内容は，以下のとおり。
①　検討する標準歩掛を想定し，調査すべき労
務・材料・機械などに関する調査票を作成
②　作成した調査票は，施工合理化調査として，
上下審Gから地方公共団体に記入依頼
③　施工合理化調査の結果を作業内容別などに集
計し，統計的解析を実施
④　解析結果とともに，現場の施工実態を勘案し
た上で，規格や所要量，適用範囲などを設定
前記の施工合理化調査以外にも，下水道機械・
電気設備工事においては，共通仮設費や現場管理
費等の実態を確認するための諸経費動向調査を実
施し，その調査結果をもとに諸経費の改定検討も
合わせて行っている。

図－ 1　設計積算基準の適正化に関する全体構造図

建設マネジメント技術　　2026 年 4 月号 37

建マネ2604_03_特集_8_三.indd   37建マネ2604_03_特集_8_三.indd   37 2026/04/03   10:242026/04/03   10:24



積算基準類の改定①特集 積算基準類の改定①

3.　令和 8年度の主な改定内容

⑴　第 1巻 管路
第 1巻 管路において，以下の工種について，
前回の改定から一定期間経過したことから，施工
合理化調査を実施し標準歩掛を改定した。

①　低耐荷力泥土圧推進工
低耐荷力泥土圧推進工は，鋼製の先導体内にオ
ーガヘッド及びスクリューコンベヤを装着し，こ
の回転により掘削排土を行いつつ，推進装置によ
りスクリューコンベヤ類に推進力を負荷し，先端
抵抗を負担させ，推進管には周面抵抗力のみを負
担させることで推進管を埋設するものである。ま
た，先導体内にピンチ弁を追加装備し，切羽に添
加材を注入し，掘削土砂の塑性流動化を図りピン
チ弁の開閉により切羽の安定を保持しながら掘削
を行い，推進する方式である（写真－ 2）。

白本における低耐荷力泥土圧推進工の適用範囲
は呼び径 200 〜 450 mmである。
令和 4年度〜令和 5年度に行った施工合理化調
査の解析結果と現行の施工歩掛を比較すると，推
進設備工及び推進設備据換工の使用機械に変化が
見受けられたため，施工歩掛の改定を行った（図
－ 2）。

②　その他
前記①以外にも，建設機械等損料算定表の規格
改定に伴い，低耐荷力圧入二工程推進工及び低耐
荷力オーガ推進工に使用するクレーン装置付トラ
ックの規格などを改定した。

⑵　第 2巻 ポンプ場・処理場
第 2巻 ポンプ場・処理場において，以下の工
種について，前回の改定から一定期間経過したこ
とから，施工合理化調査を実施し据付歩掛等を改
定した。

①　（機械設備編）機器等据付工（第 6類）
機器等据付工（第 6類）は，沈砂池機械や沈殿
池機械などの比較的低速回転で，現場組立部品の
多いものを据え付ける歩掛である（図－ 3）。
令和 4年度〜令和 6年度に行った施工合理化調
査の解析結果と現行の据付歩掛を比較すると，1
台当り質量に対する据付歩掛に変化が見受けられ
たため，据付歩掛の改定を行った（図－ 4）。

②　（電気設備編）一般管理費等率
下水道電気設備工事の実績がある会社におい
て，直近の決算期から隔年 5期分（10 年）の財
務諸表データを対象に一般管理費等調査を行い，
最新の本社経費の実態を反映し，一般管理費等率
の改定を行った。

詳細な改定内容については，上下審 Gのホー
ムページ（新旧対照表を掲載）や，今後発刊され
る白本において確認していただきたい（https://
www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizu 
kokudo_sewerage_tk_000466.html）。

写真－ 2　 低耐荷力泥土圧（先導体据付工）の施工状
況
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現  行

改  定

○推進設備工（低耐荷力泥土圧）
（1箇所当り）

種目 形状寸法 単位 数量 摘要
土 木 一 般 世 話 役 人 表－56－16
特 殊 作 業 員 人 表－56－16
普 通 作 業 員 人 表－56－16
電 工 人 表－56－16

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型4.9 t 吊 日 表－56－16

諸 雑 費 式 1 端数処理
計

○推進設備据換工（低耐荷力泥土圧）
　歩掛は，推進設備工（低耐荷力泥土圧）の 50％とする。

単価（円） 金額（円）

（1箇所当り）

種目
土木一般
世話役
（人）

特殊作業員
（人）

普通作業員
（人）

電工
（人）

トラッククレーン賃料（日）
油圧伸縮ジブ型 4.9 t 吊

歩掛 3.0 4.0 5.0 1.0 3.0

表－56－16　推進設備工歩掛表

○推進設備工（低耐荷力泥土圧）
（1箇所当り）

種目 形状寸法 単位 数量 摘要
土 木 一 般 世 話 役 人 表－56－16
特 殊 作 業 員 人 表－56－16
普 通 作 業 員 人 表－56－16
電 工 人 表－56－16
ク レ ー ン 装 置 付
ト ラ ッ ク 運 転 費 4～ 4.5 t 級，2.9 t 吊 日 表－56－16

式 1 端数処理
計

○推進設備据換工（低耐荷力泥土圧）
　歩掛は，推進設備工（低耐荷力泥土圧）の 50％とする。

単価（円） 金額（円）

（1箇所当り）

種目
土木一般
世話役
（人）

特殊作業員
（人）

普通作業員
（人）

電工
（人）

クレーン装置付トラック運転費（日）
4～ 4.5 t 級，2.9 t 吊

歩掛 3.0 4.0 5.0 1.0 3.0

表－56－16　推進設備工歩掛表

諸 雑 費

図－ 2　推進設備工・推進設備据換工の使用機械の改定

図－ 3　機器等据付工（第 6類）の概要図（例：汚泥掻寄機）

建設マネジメント技術　　2026 年 4 月号 39

建マネ2604_03_特集_8_三.indd   39建マネ2604_03_特集_8_三.indd   39 2026/04/03   10:242026/04/03   10:24



特集 積算基準類の改定①

4.　おわりに

積算基準・標準歩掛は適正な予定価格を算出す
るための手段であることから，客観性・公平性・
経済性の観点などにおいて，現場の施工実態を反
映するとともに，建設業を取り巻く社会環境の変
化に的確に対応したものでなければならない。
そのためには，施工合理化調査や諸経費動向調

査などの調査票に高い精度で記入いただくことが
重要になってくることから，地方公共団体の皆さ
まにおかれては，多忙な日常業務の中，引き続き
各種調査に協力いただきたい。
また，設計積算を行う際には，現場状況と用い

る標準歩掛の適用条件・範囲などを十分確認の

上，適正な設計積算に努めていただきたい。
特に，改築工事の設計にあたっては，現場条件
に制約が多く新設工事と比較して標準歩掛に馴染
まない現場も多いことから，適用にあたっては事
前に調査や検討を行っていただきたい。また，施
工後に，当初設計時に想定していた現場状況に差
異が生じた際は，設計変更を行うなどして柔軟に
対応する必要がある。
上下審 Gとしては，今後も地方公共団体と意
見交換や情報共有を図りながら，不調・不落の防
止や工事品質の確保などの観点を踏まえつつ，工
事費積算の適正化と積算業務の効率化に努めてい
きたい。
最後に施工合理化調査等に協力いただいた皆さ
ま，標準歩掛の改定に向け協力いただいた各種委
員の皆さまに感謝申し上げる。

現  行

改  定

○機器等据付工（第 6類）

分類 分類目標 機器等名称 範囲 据付工（人）

第 6類

比較的低速回転
で，現場組立部品
の多いもの

沈砂池機械，沈殿池機械，コン
ベヤ類，ホッパ類，汚泥濃縮タ
ンク機械，物上げ機械，脱水機
（BP，加圧），機械曝気機（オ
キシデーションディッチ用）等

（a）付属するモータ，減速機等駆動装置
を含む。
（b）点検用歩廊，階段は第 7類とする。 7.5X

X：1台当り質量（t）

○機器等据付工（第 6類）

分類 分類目標 機器等名称 範囲 据付工（人）

第 6類

比較的低速回転
で，現場組立部品
の多いもの

沈砂池機械，沈殿池機械，コン
ベヤ類，ホッパ類，汚泥濃縮タ
ンク機械，物上げ機械，脱水機
（BP，加圧），機械曝気機（オ
キシデーションディッチ用）等

（a）付属するモータ，減速機等駆動装置
を含む。
（b）点検用歩廊，階段は第 7類とする。 9.1X

X：1 台当り質量（t）

図－ 4　機器等据付工（第 6類）据付歩掛の改定
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